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渋滞解消に向けた取り組み事例渋滞解消に向けた取り組み事例
（総合福祉センター・総合防災公園付近のケース）

　渋滞発生箇所のひとつである総合福祉センター付近においては、総合福祉センターに避難してく
る車両が施設の駐車場に入りきれず、道路に滞留することが渋滞の一因となっていました。そのた
め、滞留している車両を総合防災公園に誘導することにより、渋滞解消に取り組んでいます。
　なお、避難時には、サッカーコートを含む総合防災公園の緑地帯に駐車することが可能です。

　津波からの避難は原則徒歩としているところです
が、実態としては避難車両による渋滞が発生してお
り、浸水想定エリア内での渋滞は津波災害に巻き込
まれる危険性が高いため、その解消が課題となって
います。津波避難の原則や、避難時に注意すべきこ
とを改めて確認しておきましょう。

問防災危機管理課　☎ 52-2173

　原則は、あくまで徒歩避難なんだね。
　ほかには、津波避難をする上で、気を付け
るべきことはあるの？

　津波避難は、あくまで「徒歩避難」が原則
です。津波到達までの時間が限られる中、交
通が混乱することは、大きなリスクにつなが
ります。久慈市では津波避難の考え方として、
次の３点を示しています。

　人が多く集まる「指定避難所」への避難を
意識しがちですが、津波避難は、まずは「命
を守る選択」をとることが最も重要です。今
いる場所から最も近い「避難目標地点」、海
から離れ安全な場所にある高台や親戚・知人
宅に向かうなど、まずは安全を確保すること
を心がけましょう。

　去年から今年にかけて、たびたび津波警報
が発表されているね。津波から避難するとき
に守らないといけないことはあるの？

〔津波避難の考え方〕
①津波からの避難は原則「徒歩避難」
②避難行動要支援者は、個別避難計画に基づいて避難
③�やむを得ず車避難を行う場合は、交通渋滞を防ぎ、い
ち早く浸水想定区域から離れられるよう、より遠く（大
川目、侍浜方面など）の安全な場所を目指す

〇�指定避難所…災害の危険がなくなるまで、一定期間の
滞在を想定した施設
〇�指定緊急避難場所…災害から命を守るために一時的に
避難する場所
〇�避難目標地点…浸水想定エリアの外に設けられた、津
波から避難の際の目標となる地点

　車が道路に留まると渋滞の原因にもなるの
で、消防団や地域の人が誘導をしてくれる場
合には指示に従い、スムーズな避難にご協力
ください。

　多目的広場１は、岩手県が公表している最
大クラスの津波浸水想定では浸水想定区域内
となっており、津波到達のリスクがあるため、
注意が必要です。
　津波避難時には、多目的広場２～４の緑地
帯（サッカーコートを含む）に駐車すること
ができます。三角コー
ンやコーンバーで仕切
りを設けている場合は、
仕切りをよけて駐車し
てください。

　能登半島地震の時は、土砂崩れが発生した
り、道路の陥没や障害物によって道路の通行
ができなくなったと報道されていたよね。

　避難訓練などで行き慣れた避難先に向かう
場合でも、スムーズに避難できない事態を想
定しておく必要があります。安全な場所に住
む親戚・知人宅や別地区の指定緊急避難場所
など、複数の避難先や避難ルートを検討して
おくことが大切です。

　津波は地震に伴って発生するケースが多い
から、地震により建物や道路が壊れて、自動
車での移動が難しい場面も考えておく必要が
あるんだね。

　４月 20日に発生した三陸沖の地震では、
市内でも踏切の遮断機が下りたままになって、
避難の妨げになってしまったという話を聞い
たよ。

　踏切は列車の位置を検知して自動的に遮断
機が下りるため、地震発生後に列車が停車し
た位置によっては遮断機が下りたままになり
ます。全国どこの踏切でも発生する可能性が
あるので、注意しておく必要があります。
　事前の備えが安全な避難の第一歩。あらか
じめ、複数の避難先やルートを検討しておき
ましょう。

　いざという時に、慌てずに避難するために
も、事前の備えが大切なんだね。私も、近所
の安全な避難先をもう一度確認して、踏切な
どを通らずに避難できるルートも調べておこ
うかな。

　車避難の場合は、渋滞も問題です。
　令和７年のカムチャツカ半島付近の地震や
青森県東方沖の地震、本年の三陸沖の地震に
より津波警報が発表された際は、市内複数箇
所で避難する車による渋滞が発生しました。
交通量が多い通勤時間帯などは、特にもス
ムーズに移動できないリスクを考慮する必要
があります。
　また、踏切の遮断や停電による信号機の不
点灯などで、車両の通行に支障が生じる場合
もあります。

- 津波避難の原則 -

- 避難する際の注意事項 -

多目的広場１　海抜約12m　緑地帯1.41ha

駐車場（舗装部分）…54台
トイレ（夜間・冬季も使用可能）
多目的広場２　海抜約19m　緑地帯1.85ha
駐車場（舗装部分）…54台
緑地を含む駐車可能台数…約500台
トイレ（夜間・冬季も使用可能）

多目的広場３　海抜約50m　緑地帯0.42ha
駐車場（舗装部分）…8台
緑地を含む駐車可能台数…約80台

多目的広場４　海抜約33m　緑地帯0.27ha
緑地を含む駐車可能台数…約100台

岩手県が公表している最大クラスの津波浸水
想定における浸水想定区域となるため要注意

岩手県が公表している最大クラスの津波
浸水想定における浸水想定区域
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